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令和２年度 

「おいしさと笑顔がつどうみなとまち 塩竈」 
当初予算案の概要 
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子どもからお年寄りの方々まで 

全ての市民の皆さまの笑顔が花開くよう 

未来への種を蒔き 

「新たな塩竈」の創造に向けて取り組みます 

 

（１）「子育て」・「教育」分野に総力を挙げて取り組みます 

 本市の喫緊の課題である少子高齢化と人口減少を食い止め、若い世代の方々が、

安心して子どもを産み育てられ、子どもたちが未来に向かって大きな夢を抱けるよ

う、全力を尽くします。 

 

（２）復興の完遂を目指します 

 令和 2 年度は、震災復興計画の最終年度であり、積み残された課題の解決に向け

た取組をさらに加速させ、復興を成し遂げたふるさと塩竈を次の時代に繋いでいき

ます。 

 

（３）重点課題解決に向けて積極的に取り組みます

 重点課題である「産業・門前町・浦戸の再生」と、庁舎や市立病院をはじめとする

「老朽化する公共施設等への対策」に向けて、全庁的に議論を活性化するなど、積極

的に取り組みます。 

 

 

  

１．市政運営の基本方針 
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（１）予算案の規模 

  ○ 一般会計の規模は 23,120,000 千円（対前年度比△10.2％） 

  ○ 一般会計と特別会計の規模は 35,770,802 千円（対前年度比△22.1％） 

・一般会計の歳出規模は、23,120,000千円で前年度から 2,630,000千円（△10.2%）の減。 

・復興事業などの震災関連予算は、2,535,848千円を計上。桂島地区防災集団移転促進事業費など

が増となった一方、海岸通地区震災復興市街地再開発事業の進捗による減などにより、前年度か

ら 4,837,015千円（△65.6%）の減となりました。 

・特別会計の歳出規模は、12,650,802千円で前年度から 7,488,899千円（△37.2%）の減となりま

した。主に下水道事業・漁業集落排水事業の公営企業化に伴う減や、復興事業の進捗により、北

浜地区復興土地区画整理事業で 161,499千円の減となったことが影響しています。 

 

区  分 令和 2 年度 令和元年度 増減額 増減率 

1. 一般会計 23,120,000 25,750,000 △2,630,000 △10.2% 

 うち震災関連経費 2,535,846 4,770,727 △2,234,881 △46.8% 

2. 特別会計 12,650,802 20,139,701 △7,488,899 △37.2% 

 うち震災関連経費 2 2,602,136 △2,602,134 △99.9% 

合   計 35,770,802 45,889,701 △10,118,899 △22.1% 

 うち震災関連経費 2,535,848 7,372,863 △4,837,015 △65.6% 

（２）一般会計当初予算額の推移 
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２．令和２年度当初予算案のポイント 

（単位：千円・％） 

（単位：千円） 

一般会計の当初予算額の規模は、平成 27 年度の 46,610,000 千円をピークに年々減少しており、

令和 2年度は震災以降最も小さい予算規模となっています。 
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定 住 

『いつまでも住みたい 

住んでみたいまち・塩竈』 

の実現！ 

 
学校教育の充実・

環境整備 

◆浦戸地区の生活環境の充実  

○浦戸地区への介護事業者参入の促進（継続） 

○浦戸再生プロジェクトの創設（★新規） 

○浦戸全地区への津波避難誘導サインの整備（★新規） 

○桂島防災集団移転跡地の利活用に向けた取組（★新規） 他 

浦戸地区の 

生活環境の 

充実 

 

 ３つの重点戦略 定住・交流・連携 に基づき、「人口減少を抑制」し、

「まちの活力を再生」する施策に重点的に取り組みます。 

（１）人口減少対策の推進 － 重点戦略：「定住」 －

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

   

３．重点戦略に基づく施策の概要 

安全で 

快適な 

まちづくり 

◆子育て支援  

○子育て世代包括支援センターの整備による切れ目ない支援（★新規） 

○子どもの生活環境の実態把握による子育て支援策の検討（★新規） 

○放課後の子どもの居場所づくり支援（継続） 

○妊娠期から子育て期にかかる費用負担の軽減（妊婦健診・子ども医療費助成等）（継続）他 

◆学校教育の充実・環境整備  

○塩竈独自の「小中一貫教育」の推進（継続） 

○小中学校の防災機能の強化（継続） 

○学校施設の適切なマネジメント（★新規） 他 

◆安全で快適なまちづくり 

○犯罪の抑止に向けた防犯カメラの設置（継続） 

○防犯灯 LED 化の推進（継続） 

○高齢ドライバーによる事故の未然防止に向けた取組（★新規） 

○子育て世帯や三世代同居世帯などの住宅取得への支援（継続） 

○空き家の実態把握と活用による定住の促進（★新規）  他 

◆福祉の充実  

○障がいのある方も安心して暮らせる共生社会の実現に向けた取組（継続） 

○「健幸ポイント」導入に向けた検討（★新規） 

○がん患者の治療と就労の両立に向けた助成制度の創設（★新規） 

○高齢者福祉計画・第 8 期介護保険事業計画の策定（継続） 他 

福祉の充実 子育て支援 
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水産業・水産

加工業の振興 
観光の振興 

交 流 ・ 連 携 

商工業の振興 
生涯学習・生涯

スポーツの振興 

『訪れてみたいまち 

  ・塩竈』の実現！ 

 

協働環境の 

充実 

（２）まちの活力再生 － 重点戦略：「交流」「連携」 －

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

      

    

 

 

 

 

 

 

     

    

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆水産業・水産加工業の振興 

○「みやぎの台所・しおがま」推進に向けた取組 

・魚食普及事業・「三陸ひがしもの」ブランド化（継続） 

・水産品・水産加工品の PR に向けた新たな取組（★新規） 

・魚市場の衛生管理強化（★新規） 

・仲卸市場との連携強化（★新規） 

○塩竈水産品販路拡大の推進（継続） 

○漁船誘致の実施（継続） 他 

◆協働環境の充実 

○町内会や市民活動団体などの協働によるまちづくりへの支援（継続） 

○市民との協働による新たなまちづくり計画の策定（★新規） 

○公民連携による新たな事業展開の検討（★新規）  他 

◆観光の振興 

○外国人観光客の受入態勢整備に向けたソフト・ハード両面での対策（継続） 

○観光振興ビジョンの推進（継続） 

○戦略的な観光プロモーションの実施（継続） 他 

◆商工業の振興  

○小規模事業者の持続的な経営に向けた支援（継続） 

○シャッターオープン・プラス事業、商人塾の実施（継続）  

○商業再生に向けた商店街との連携（★新規）  他 

◆生涯学習・生涯スポーツの振興  

○勝画楼の保存・活用に向けた取組（継続） 

○若い世代が活躍するための場所の提供と環境整備（★新規）  

○子どもたちのスポーツへ取り組む機会の充実に向けた支援制度の創設と基金の設置（★新規） 他 
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第５次長期総合計画では、１０年後の目指すべき都市像『おいしさと笑顔がつど

う みなとまち 塩竈』と、将来人口「５５，０００人」を達成するため、３つのま

ちづくりの目標と「定住」「交流」「連携」の重点戦略を設定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＜事業費総額：2,167,797 千円＞ 
 

子どもから高齢者まで、だれもが笑顔で健やかに支え合いながら、安全に暮らし続けること

のできるまちを創ります。 

◇主な事業◇   ※    は新規事業                             （単位：千円） 

No 事業名称 事業費 事業の内容 

1 特定不妊治療費助成事業 2,907 不妊治療を受ける方の医療費用を一部助成するもの。 

2 妊婦健診事業 32,253 
健やかな妊娠、出産を支えるために、妊婦健診の受診

にあたり受診票（助成券）を交付するもの。 

3 
子育て世代包括支援センター 

設置準備事業 
21,225 

妊娠期から子育て期にわたる総合的な相談や支援をワ

ンストップで実施するため、「子育て世代包括支援セン

ター」の設置に向けた準備を行うもの。 

4 産前産後サポート事業 329 

パパ＆ママクラスや育児相談会など、妊娠期から産後

の事業の充実を図り、安心して妊娠期を過ごし、育児に

臨めるようサポートするもの｡ 

5 待機児童ゼロ推進事業 16,181 
年間を通した保育所待機児童の解消を図るため、必要

な保育士を確保するもの。 

まちづくりの目標１ 

４．第５次長期総合計画 

◇ 第 ５ 次 長 期 総 合 計 画 ◇ 
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6 
藤倉児童館及び放課後児童 

クラブ指定管理運営事業 
130,000 

児童館及び放課後児童クラブにおいて、指定管理者

制度により、専門的なノウハウを持つ事業者に管理運

営を行わせるもの。 

7 小学校入学準備支援事業 2,010 
入学用品等の購入費について、第３子以降の児童１人

につき３万円を保護者に助成するもの。 

8 子ども医療費助成事業 100,451 
平成 29 年 10 月から、対象を 18 歳まで拡大した子ども

医療費助成について継続するもの。 

9 
塩竈アフタースクール事業（こど

もほっとスペースづくり支援事業） 
2,000 

ＮＰＯ・地域コミュニティ・ボランティア・行政・民間事業

者等が協働し、地域資源を活用しながら、放課後に子

どもにとって魅力的な事業を実施するもの。 

10 
子どもの生活に関する実態調査

実施事業 
3,000 

子どもの貧困対策に取り組むため「子どもの生活に関

する実態調査」を実施し、家庭の生活環境や経済状

況、子育て家庭のニーズの把握を行うもの。 

11 子どもの学習支援事業 6,000 
生活困窮世帯の子どもに対する学習支援事業を実施

し、いわゆる「貧困の世代間連鎖」を防止するもの。 

12 
がん患者医療用ウィッグ購入 

助成事業 
400 

がん患者の治療と就労の両立や療養生活の質の向上

を図るため、ウィッグの購入に係る経費の一部を助成す

るもの。 

13 しおがま健幸ポイント事業 237 
健幸ポイント導入に向けて、先進地事例の調査研究や

AI を活用したシステムのモデル運用を行うもの。 

14 
浦戸地区介護保険サービス 

確保対策事業 
1,221 

浦戸地区への介護事業者の参入を促進するため、サ

ービス提供する事業者への助成等を行うもの。 

15 
地域医療介護総合確保事業 

補助金交付事業 
25,402 

介護医療院を開設する事業者に補助金を交付するも

の。 

16 
障がい者差別解消推進強化 

事業 
1,610 

障がいへの理解を深める講習会や障がい者の方々が

来庁しやすいよう、庁舎の環境整備を行うもの。 

17 
消防団を中核とした地域防災力

充実強化事業 
120 

消防団員の準中型免許取得にかかる費用に対し助成

を行うもの。 

18 LED防犯灯設置助成事業 24,000 
防犯灯の LED 化を推進するため、町内会に設置費用

の一部を助成するもの。 

19 安全・安心まちづくり推進事業 1,810 
犯罪に遭わない、起こさせない環境づくりのため、市が

防犯カメラを設置し、犯罪発生の抑止等を図るもの。 

20 
高齢ドライバー運転免許証自主

返納推進事業 
100 

高齢ドライバーによる事故の未然防止に向け、運転免

許証を自主返納した高齢者にバスの無料乗車回数券

を交付するもの。 

21 
子育て・三世代同居近居住宅 

取得支援事業 
25,000 

市内に住宅を取得した子育て世帯や三世代同居世帯

などに対し、助成を行うもの。 

22 空き家実態調査事業 10,670 
空き家利活用に向けて、空き家の実態把握とデータベ

ース化を図るもの。 

23 空き家利活用促進事業 5,000 

空き家の状況調査や改修工事に対して補助を行い、空

き家の利活用を促進し、定住促進と地域の活性化を図

るもの。 

24 
市営住宅長寿命化計画策定 

事業 
12,100 

現計画が令和 2 年度で終了することから、新たに災害

公営住宅を加えた長寿命化計画を策定するもの。 

25 
市営住宅改修事業 

（エレベーター改修工事） 
40,676 

市営大日向住宅のエレベーター１基の改修工事を行う

もの。 

26 公園緑地公民連携事業 1,966 

身近な公共施設である公園等について、町内会や企

業等から様々なアイディアを取り入れ、新たな維持管理

の仕組みを構築するもの。 

27 
梅の宮浄水場排水処理施設 

及び電気計装類更新事業 
682,095 

梅の宮浄水場の排水処理施設及び電気計装設備の更

新改良を行い、浄水場の長寿命化を図るもの。 

28 市道整備事業 42,919 
市民の生活環境の向上のため、市道の改修、整備等を

行うもの。 

29 都市計画道路見直し検討事業 12,873 

長期未着手の都市計画道路の見直しに向けて、社会

経済状況の変化等を踏まえ、必要性・実現性の検証の

ための調査を行うもの。 
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    ＜事業費総額：1,145,858 千円＞ 
 

海・港と歴史によって培われたさまざまな産業や文化などを最大限に活かしながら、活力あ

るまちを創ります。 

◇主な事業◇   ※    は新規事業                             （単位：千円） 

No 事業名称 事業費 事業の内容 

1 
「みやぎの台所・しおがま」推進

事業 
8,152 

魚食普及活動の促進、料理コンテストの開催、魚市場

の優良衛生認証の取得、仲卸市場をはじめ水産品販

売者との連携を図るなど、塩竈産水産品のＰＲと販売促

進に取り組むもの。 

2 遠洋底びき網漁船誘致促進事業 4,000 
魚市場に輸送される貨物について水揚金額の 1/1,000

を補助するもの。 

3 塩竈産品販路拡大支援事業 5,000 

水産加工品等のデータベースの活用や、国内外の商

談会等に参加し、塩竈産品の販路拡大に取り組むも

の。 

4 水産物供給基盤機能保全事業 31,900 
漁港の適切な維持管理に向けて、漁港の現況調査を

行い適切な診断や更新方針等を策定するもの。 

5 旅客ターミナル施設改修事業 35,224 
マリンゲート塩釜の空調設備の改修などを行い、施設

の長寿命化を図るもの。 

6 商店活性化促進事業 3,460 

シャッターオープン・プラス事業や商人塾等を実施する

ほか、新たに商店街との連携を深めるための意見交換

の場を設けるもの。 

7 
全国醤油サミット補助金交付 
事業 

4,000 

本市の食文化を支えてきた醤油の歴史や文化を全国

へ PRするため、令和 2年 11月に開催される第 9回全

国醤油サミット開催にかかる補助金を交付するもの。 

8 小規模事業者サポート事業 6,000 
販路開拓、業務効率化のため、小規模事業者が行う事

業に対して助成を行うもの。 

9 インバウンド誘致推進事業 26,637 

インバウンド誘致を促進するため、案内板の多言語化

やトイレの洋式化、人材育成などを実施し、受入態勢を

整えるもの。 

10 観光振興ビジョン推進事業 198 
観光振興ビジョン推進委員会の調査研究活動などを支

援し、市民による主体的な観光まちづくりを行うもの。 

11 観光プロモーション事業 3,409 

Ｗｅｂの活用や広域連携による効果的なプロモーション

活動を通じて本市の魅力をＰＲし交流人口の拡大を図

るもの。 

12 中倉埋立処分場管理事業 44,210 
埋立処分場の埋立容量の確保を図るため、ストックヤー

ドの整備を行うもの。 

13 
浦戸自動車車検時運搬費助成

事業 
470 

浦戸地区の方々が所有する軽自動車の車検更新の際

の海上運搬費用を助成するもの。 

14 浦戸地区燃料輸送費助成事業 1,098 
浦戸地区居住者が使用する灯油の輸送費等について

助成するもの。 

15 浦戸再生プロジェクト推進事業 398 

人口減少・高齢化が著しい浦戸諸島の活性化のため、

「浦戸再生プロジェクト」を創設し、浦戸の島づくりの方

向性を検討するもの。 

16 
地域おこし協力隊による 

浦戸産業担い手確保事業 
22,999 

浦戸諸島の基幹産業である浅海漁業の担い手の確保

に取り組むもの 

17 浜の活力再生事業 541 

漁場再生と商品開発を目指す「浜の活力再生プラン」

策定に向けて、浦戸の漁業者の方々と連携し先進地事

例の調査・研究を行うもの。 

18 浦戸諸島交流事業 500 
浦戸散策、牡蠣むき体験事業など体験型のイベントを

開催し、交流人口の拡大を目指すもの。 

まちづくりの目標２ 
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       ＜事業費総額：297,311 千円＞ 
 

次代を担う子どもたちの夢や、郷土に誇りを持つ豊かな心を育みながら、多様な担い手によ

る協働のまちを創ります。 

◇主な事業◇   ※    は新規事業                              （単位：千円） 

No 事業名称 事業費 事業の内容 

1 小中一貫教育推進事業 21,499 
小中学校間での「学びの連続性」を確保するため、小

中教員の乗り入れ授業や児童生徒の交流授業、合同

行事等を実施するもの。 

2 
子どもの心のケアハウス運営 

事業 
19,126 

「学びの支援センター」や「学び・適応サポートルーム」

を設置し、不登校傾向の児童生徒の支援を行うもの。 

3 
塩竈アフタースクール事業 

（わくわく遊び隊） 
7,910 

運動要素を取り入れたレクリエーション活動等を通し

て、放課後の子どもの居場所づくりを行うもの。 

4 離島地区通学費補助事業 2,690 
本土から浦戸小中学校に通学する児童生徒に対し、市

営汽船乗船料等の一部を助成するもの。 

5 
学校施設長寿命化計画策定 

事業 
15,070 

学校施設全体の整備方針などを定めた計画を策定し、

トータルコストの縮減や適切なマネジメントを図るもの。 

6 
小・中学校小規模防災機能強化

事業 
8,000 

防災機能の強化を図るため、小中学校の外壁補修等を

行うもの。 

7 生涯学習プラン策定事業 598 
令和 3 年度からの生涯学習の方向性を定める、次期生

涯学習プランを策定するもの。 

8 
ふるさとの文化財等標識設置 

事業 
709 

浦戸諸島に点在する文化財などの解説標識を設置す

るもの。 

9 勝画楼保存・活用推進事業 908 
勝画楼の適切な維持管理に努めるとともに、将来の保

存・活用について検討するもの。 

10 ダンスクラブ応援事業 990 

生涯学習センターでダンスなどに取り組む利用者の支

援と公共施設の有効活用のために、センター内にトレ

ーニング用のミラーを設置するもの。 

11 
スポーツ全国大会等出場褒賞金

交付事業 
1,300 

子どもたちのスポーツへ取り組む機会の充実のため、

全国大会等に出場する際に褒賞金を交付するもの。 

12 
東京 2020 オリンピック聖火リレー

関連事業 
1,047 

東京２０２０オリンピックの聖火リレーが本市を通過する

際に記念イベントを開催し、市全体でオリンピックへの

機運醸成に取り組むもの。 

13 協働まちづくり提案事業 3,229 
町内会や市民活動団体等が協働し、創意工夫にあふ

れた企画によるまちづくりや地域課題の解決に向けた

活動等に対して助成金を交付するもの。 

14 塩竈の魅力発信事業 156 
ＳＮＳを活用したフォトコンテストの開催や動画によるイ

ベント告知など、様々な媒体を通じて本市の魅力を発

信するもの。 

15 長期総合計画策定事業 27,814 
現計画が令和 2 年度で終了することから、審議会や市

民ワークショップを開催し、市民協働で新たな長期総合

計画を策定するもの。 

16 公民共創推進事業 939 
新たな庁内組織として公民共創デスクを設置し、公民

連携による新たな視点を取り入れた事業を展開するも

の。 

17 ＲＰＡ等導入事業 3,936 
ＲＰＡ（ロボティック・プロセス・オートメーション）を活用

し、定形作業をシステム化するもの。 

 

まちづくりの目標３ 
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 震災復興計画では、『長い間住みなれた土地で、安心した生活をいつまでも送れるよう

に』を基本理念とし、概ね１０年の期間で復興を達成していくこととし、『住まいと暮ら

しの再建』や『産業・経済の復興』など、５つの基本方針を定めています。 

 

 

 

そのために… 

１ 生活基盤の再生、多様な担い手の連携による地域社会の構築 

２ 安全で安心して暮らせる災害に強いまちづくりの推進 

３ 基幹産業、商工業、観光業の再生・復興、地域経済の活性化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◇ 塩 竈 市 震 災 復 興 計 画 ◇ 

長い間住みなれた土地で、 

安心した生活をいつまでも送れるように 

（１）復興計画期間 概ね１０年（前期５か年、後期５か年） 
（２）復旧にとどまらず復興へ 
（３）生活再建を最優先とする復興 

基 本 的 な 方 針 

基本的な 

考え方 

□住まいと暮

らしの再建 

①被災住宅の再建

支援 

②雇用の維持・確

保 

③被災者への経済

的支援 

④公的サービス等

の復興・再構築 

□安全な地域づ

くり 
①安全・安心な市
街地、居住環境

の再整備 
②公共施設等の復
興 

③都市基盤・機能
の復旧・復興 

④津波被害地区の

復興 

□産業・経済の

復興 
①基幹産業の再
建・復興 

②商工業の再建・
復興と観光振興 

③国・県に対する

新たな支援制度
創設の要請 

□放射能問題に

対する取り組

み 
①安全・安心な市

民生活の確保、
産業復興に向け
た放射能対策 

□浦戸地区の

振興 
①被災住宅の再建
支援 

②生活基盤等の復
興 

③産業の再建 

 

復 興 基 本 計 画 
①安全に暮らせる住

宅の再建 

②地域ぐるみの子育

て支援体制の強化 

③ともに支え合う見

守り体制の強化 

④児童・生徒の心の

ケアと学習環境の

早期復旧 

⑤生涯学習環境の復

旧と震災被害の後

世への伝承 

①災害に強いまち

づくりの推進 

②公共施設の早期

復旧と震災対応

力の強化、整備促

進 

③情報インフラの

強化 

①水産業・水産加工

業の再生・復興 

②港湾機能の強化

促進 

③市民生活を支え

る商工業の再生・

復興 

④みなとまち塩竈

を体感する観光

の再生 

①住宅とコミュニ

ティの再建 

②生活基盤の再  

 生 

③産業の再生 

①安全・安心な市民

生活の確保、産業

復興に向けた放

射能対策 

 

基本理念 

５．震災復興計画 
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      ＜事業費総額：124,081 千円＞ 
 

一日も早く震災前の生活を取り戻し、安心して生活できるよう、被災された方々の住宅と生

活の再建を支援します。 

◇主な事業◇                                        （単位：千円） 

No 事業名称 事業費 事業の内容 

1 宅地防災対策支援事業 12,583 
宅地嵩上げ工事や嵩上げに伴う擁壁工事等を実施

する経費の 1/2 を助成するもの。 

2 津波被災住宅再建支援事業 37,000 
住宅・土地取得経費や資金借入に伴う利子相当額

を補助するもの。 

3 災害援護資金債権管理事業 9,854 
災害援護資金の円滑な回収に向けて、相談業務な

どにかかる納付相談支援員の配置等を行うもの。 

4 海岸通子育て支援施設整備事業 14,428 
海岸通地区に整備される子育て支援施設及び保育

施設の開設に向けて、備品等を整備するもの。 

5 被災者支援総合事業 16,947 

災害公営住宅入居者のコミュニティ形成を図るため、

支援員を配置し、被災者の様々な生活課題への支

援を行うもの。 

6 被災者見守り・相談支援事業 10,819 
災害公営住宅等の入居者を対象に、サロン活動や

相談を行い、孤立を防止するもの。 

7 被災児童生徒就学援助事業 12,203 
被災により経済的に就学が困難となった児童生徒の

保護者に対して学用品費などを補助するもの。 

8 
学習支援事業（しおがまチャレンジ

教室） 
2,000 

被災就学援助世帯や要保護・準要保護世帯に該当

する中学生を対象に、自主的な学習の場を支援し、

学習環境の改善を図るもの。 

 

 

        ＜事業費総額：339,627 千円＞ 
 

今後の災害にも対応しうる防災対策を講じ、安全・安心な市街地の整備を図ります。 

◇主な事業◇                                        （単位：千円） 

No 事業名称 事業費 事業の内容 

1 公共下水道災害復旧事業 233,455 

東日本大震災により被災した公共下水道施設の早

期復旧を図り、市民生活の安全安心を確保するも

の。 

2 水道施設等災害復旧事業 106,170 
水道施設の復旧及び整備を行い、災害に強いライフ

ラインの構築を図るもの。 

 

  

基本方針１ 

基本方針２ 
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        ＜事業費総額：286,340 千円＞ 
 

産業基盤を回復させ、被災された事業者の経営再建を促進し、地域経済の活性化を図ります。 

◇主な事業◇                                     （単位：千円） 

No 事業名称 事業費 事業の内容 

1 
海岸通地区震災復興市街地 

再開発事業 
286,340 

組合施行による震災復興市街地再開発事業を支援

し、中心市街地における賑わいを再生し、新たなまち

づくりを進めるもの。 

 

 

 

    ＜事業費総額：15,629 千円＞ 
 

市民の皆様の不安の解消と安全安心な食の確保、風評被害の払拭に取り組みます。 

◇主な事業◇                                        （単位：千円） 

No 事業名称 事業費 事業の内容 

1 放射能測定事業 6,998 
市民から持ち込まれた自家消費用の食材や学校給

食・保育所給食の食材について放射能測定を行うも

の。 

2 放射能測定事業（空間線量） 1,569 
市内小中学校、保育所等市内 54 ヶ所の空間放射線

量の測定を行うもの。 

3 
給食食材放射能測定事業 

（学校食材） 
437 放射能測定を行う学校給食の食材を購入するもの。 

4 
給食食材放射能測定事業 

（保育所食材） 
325 

放射能測定を行う保育所給食の食材を購入するも

の。 

5 
水産物の放射性物質検査等委託 

事業 
6,300 

魚市場に水揚げされた水産物について、早朝セリ前

に放射性物質検査を行うもの。 

 

 

 

         ＜事業費総額：600,194 千円＞ 
 

被災された方々の生活再建と防災対策を推進するとともに、浅海養殖漁業をはじめとした産

業基盤の再生に取り組みます。 

◇主な事業◇ ※   は新規事業                               （単位：千円） 

No 事業名称 事業費 事業の内容 

１ 津波避難対策事業 14,231 
今後の災害に備え、浦戸全地区に津波浸水区域避

難誘導サインを整備するもの。 

2 漁港施設災害復旧事業 185,963 被災した漁港施設の災害復旧を行うもの。 

3 桂島地区防災集団移転促進事業 400,000 
桂島地区の防災集団移転跡地について、土地の嵩

上げと排水対策を実施するもの。 

基本方針３ 

基本方針４ 

基本方針５ 
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 令和元年 7月に、第 6次長期総合計画の策定に向けて市民アンケート調査を実施しました。 

本市が目指す将来像としては、「多くの人が訪れる観光のまち」、「高齢者や障がいのある方

も安心して暮らせるまち」、「交通の便利なまち」、「安心して子どもを産み育てられるまち」

が多い結果となりました。 

 このことから、多くの市民の皆様が望まれているまちの将来像の早期実現を目指すため、

『5つの政策パッケージ』を創設し組織横断的に取り組むことで、事業の相乗効果を図るもの

です。 

 

  市民アンケートでの主な意見 

『５つの政策パッケージ』 

６．政策パッケージ （一部再掲） 

定住環境向上 

パッケージ 

子育て世代応援 

パッケージ 

浦戸再生 

パッケージ 

塩竈ブランド創造 

パッケージ パッケージ 

組織 
横断的な 
取組 

高齢者や障が

いのある方も

安心して暮ら

せるまち 

多くの人が

訪れる 

観光のまち 

交通の便利な

まち 

安心して子供

を産み育てら

れるまち 
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１）子育て世代応援パッケージ     ＜事業費総額：210,797 千円＞ 
 

子育て世代にターゲットを絞り、子どもを産み育てやすい環境の向上と本市への転入促進に

向けた政策をパッケージング。 

◇主な事業◇（再掲）                                     （単位：千円） 

No 事業名称 事業費 事業の内容 

1 特定不妊治療費助成事業 2,907 不妊治療を受ける方の医療費用を一部助成するもの。 

2 妊婦健診事業 32,253 
健やかな妊娠、出産を支えるために、妊婦健診の受診に

あたり受診票（助成券）を交付するもの。 

3 
子育て世代包括支援センター 

設置準備事業 
21,225 

妊娠期から子育て期にわたる総合的な相談や支援をワン

ストップで実施するため、「子育て世代包括支援センタ

ー」の設置に向けた準備を行うもの。 

4 産前産後サポート事業 329 

パパ＆ママクラスや育児相談会など、妊娠期から産後の

事業の充実を図り、安心して妊娠期を過ごし、育児に臨

めるようサポートするもの｡ 

5 待機児童ゼロ推進事業 16,181 
年間を通した保育所待機児童の解消を図るため、必要な

保育士を確保するもの。 

6 小学校入学準備支援事業 2,010 
入学用品等の購入費について、第３子以降の児童１人に

つき３万円を保護者に助成するもの。 

7 子ども医療費助成事業 100,451 
平成 29年 10月から、対象を 18歳まで拡大した子ども医

療費助成について継続するもの。 

8 塩竈アフタースクール事業 9,910 

「こどもほっとスペースづくり支援事業」と「わくわく遊び隊」

の実施により、放課後の子どもたちの安全安心な居場所

づくりを行うもの。 

9 
子育て・三世代同居近居住宅

取得支援事業 
25,000 

市内に住宅を取得した子育て世帯や三世代同居世帯な

どに対し、助成を行うもの。 

 

２）定住環境向上パッケージ      ＜事業費総額：81,266 千円＞ 
 

高齢者や障がいのある方も含め、だれもが安心で住みやすいまちづくりに向けた政策をパッ

ケージング。 

◇主な事業◇（一部再掲）                                   （単位：千円） 

No 事業名称 事業費 事業の内容 

1 
障がい者差別解消推進強化 

事業 
1,610 

障がいへの理解を深める講習会や障がい者の方々が来

庁しやすいよう、庁舎の環境整備を行うもの。 

2 LED防犯灯設置助成事業 24,000 
防犯灯の LED 化を推進するため、町内会に設置費用の

一部を助成するもの。 

3 安全・安心まちづくり推進事業 1,810 
犯罪に遭わない、起こさせない環境づくりのため、市が防

犯カメラを設置し、犯罪発生の抑止等を図るもの。 

4 
高齢ドライバー運転免許証自

主返納推進事業 
100 

高齢ドライバーによる事故の未然防止に向け、運転免許

証を自主返納した高齢者にバスの無料乗車回数券を交

付するもの。 

5 空き家利活用促進事業 5,000 

空き家の状況調査や改修工事に対して補助を行い、空き

家の利活用を促進し、定住促進と地域の活性化を図るも

の。 

6 
しおナビ・NEW しおナビ 100 円
バス運行事業 

40,004 
市民生活の利便性向上を図るため、日常生活の移動手

段として 100円バスを運行するもの。 
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３）浦戸再生パッケージ        ＜事業費総額：443,663 千円＞ 
 

人口減少・高齢化が著しい浦戸の再生に向けた政策をパッケージング。 

◇主な事業◇（再掲）                                       （単位：千円） 

No 事業名称 事業費 事業の内容 

1 
浦戸地区介護保険サービス 

確保対策事業 
1,221 

浦戸地区への介護事業者の参入を促進するため、サー

ビス提供する事業者への助成等を行うもの。 

2 浦戸再生プロジェクト推進事業 398 

人口減少・高齢化が著しい浦戸諸島の活性化のため、

「浦戸再生プロジェクト」を創設し、浦戸の島づくりの方向

性を検討するもの。 

3 
地域おこし協力隊による 

浦戸産業担い手確保事業 
22,999 

浦戸諸島の基幹産業の担い手を確保し、浦戸諸島の産

業が今後も永続する仕組みづくりを行うもの。 

4 浜の活力再生事業 541 

漁場再生と商品開発を目指す「浜の活力再生プラン」策

定に向けて、浦戸の漁業者の方々と連携し先進地事例の

調査・研究を行うもの。 

5 離島地区通学費補助事業 2,690 
本土から浦戸小中学校に通学する児童生徒に対し、市

営汽船乗船料等の一部を助成するもの。 

6 
桂島地区防災集団移転促進 

事業 
400,000 

桂島地区の防災集団移転跡地について、土地の嵩上げ

と排水対策を実施するもの。 

 

４）セーフティネット構築パッケージ   ＜事業費総額：71,022 千円＞ 
 

社会問題となっている貧困の連鎖解消に向けた政策をパッケージング。 

◇主な事業◇（再掲）                                       （単位：千円） 

No 事業名称 事業費 事業の内容 

1 
子どもの生活に関する実態 

調査実施事業 
3,000 

子どもの貧困対策に取り組むため「子どもの生活に関す

る実態調査」を実施し、家庭の生活環境や経済状況、子

育て家庭のニーズの把握を行うもの。 

2 子どもの学習支援事業 6,000 
生活困窮世帯の子どもに対する学習支援事業を実施し、

いわゆる「貧困の世代間連鎖」を防止するもの。 

3 被災児童生徒就学援助事業 12,203 
被災により経済的に就学が困難となった児童生徒の保護

者に対して学用品費などを補助するもの。 

4 
学習支援事業 

（しおがまチャレンジ教室） 
2,000 

被災就学援助世帯や要保護・準要保護世帯に該当する

中学生を対象に、自主的な学習の場を支援し、学習環境

の改善を図るもの。 
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５）塩竈ブランド創造パッケージ   ＜事業費総額：60,101 千円＞ 
 

「塩竈」を県内外に広く発信するブランドイメージアップに向けた政策をパッケージング。 

◇主な事業◇（再掲）                                       （単位：千円） 

No 事業名称 事業費 事業の内容 

1 
「みやぎの台所・しおがま」推進

事業 
8,152 

魚食普及活動の促進、料理コンテストの開催、魚市場の

優良衛生認証の取得、仲卸市場をはじめ水産品販売者

との連携を図るなど、塩竈産水産品のＰＲと販売促進に取

り組むもの。 

2 塩竈産品販路拡大支援事業 5,000 
水産加工品等のデータベースの活用や、国内外の商談

会等に参加し、塩竈産品の販路拡大に取り組むもの。 

3 
全国醤油サミット補助金交付 
事業 

4,000 

本市の食文化を支えてきた醤油の歴史や文化を全国へ

PRするため、令和 2年 11月に開催される第 9回全国醤

油サミットへの助成を行うもの。 

4 インバウンド誘致推進事業 26,637 

インバウンド誘致を促進するため、案内板の多言語化やト

イレの洋式化、人材育成などを実施し、受入態勢を整え

るもの。 

5 観光振興ビジョン推進事業 198 
観光振興ビジョン推進委員会の調査研究活動などを支

援し、市民による主体的な観光まちづくりを行うもの。 

6 観光プロモーション事業 3,409 

Ｗｅｂの活用や広域連携による効果的なプロモーション活

動を通じて本市の魅力をＰＲし交流人口の拡大を図るも

の。 

7 塩竈の魅力発信事業 156 
ＳＮＳを活用したフォトコンテストの開催や動画によるイベ

ント告知など、様々な媒体を通じて本市の魅力を発信す

るもの。 
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（１）歳入の主な状況

 

 

 

区    分 令和２年度予算 令和元年度予算 前年度比較 増減率 

1．市税 5,790,441 5,821,428 △30,987 △0.5% 

2．譲与税・交付金など 1,424,025 1,255,501 168,524 13.4% 

3．地方交付税 5,873,920 6,456,136 △582,216 △9.0% 

4．分担金及び負担金 80,363 161,853 △81,490 △50.3% 

5．使用料及び手数料 448,283 427,855 20,428 4.8% 

6．国庫支出金 3,027,827 3,203,105 △175,278 △5.5% 

7．県支出金 1,411,093 1,341,209 69,884 5.2% 

8．繰入金 2,593,717 3,563,831 △970,114 △27.2% 

9．諸収入 925,672 930,022 △4,350 △0.5% 

10．地方債 1,494,700  2,541,800 △1,047,100 △41.2% 

11．その他 49,959 47,260 2,699 5.7% 

計 23,120,000 25,750,000 △2,630,000 △10.2% 

自主財源（1+4+5+8+9+11） 9,888,435 10,952,249 △1,063,814 △9.7% 

依存財源（2+3+6+7+10） 13,231,565 14,797,751 △1,566,186 △10.6% 

市税

25%

繰入金

11%

諸収入

4%

その他

3%地方交付税

25%

国庫支出金

13%

県支出金

6%

地方債

7%

その他

6%

自主財源

43%

依存財源

57%

②繰入金 2,593,717 千円 
（△970,114 千円・△27.2％） 

 

○復興交付金基金繰入金 

⇒復興事業の進捗により 944,074 千円減 

○ふるさと復興基金繰入金 

⇒西塩釜自由通路エレベーター整備事業

などの進捗により 225,597 千円減 

○財政調整基金繰入金 

⇒財源不足を補うため 206,155千円増 

④地方債 1,494,700 千円 
（△1,047,100 千円・△41.2％） 

 

○普通建設事業債 

⇒三中長寿命化改良事業の皆減などにより

505,300 千円減 

○臨時財政対策債 

⇒地財計画での発行抑制により 13,500 千円減 

○利率見直しによる借換債⇒534,700 千円減 

歳入予算構成比 

①市税 5,790,441 千円 
（△30,987 千円・△0.5％） 

 

○個人市民税 

⇒所得の減少により 12,010 千円減 

○法人市民税 

⇒中小企業の解散・休業などにより 49,828 千円減 

③地方交付税 5,873,920 千円 
（△582,216 千円・△9.0％） 

 

○普通交付税 

⇒地域社会再生事業費の創設などにより 116,000 千円増 

○震災復興特別交付税 

⇒復興事業の進捗により 698,216 千円減 

歳入総額 

231億 2,000万円 

７．一般会計予算について 

歳入予算の状況 
（単位：千円・%） 
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（２）歳出の主な状況

区    分 令和２年度予算 令和元年度予算 前年度比較 増減率 

1. 義務的経費 11,516,338 11,559,615 △43,277 △0.4% 

 人件費 4,177,977 3,884,743 293,234 7.5% 

 扶助費 4,902,559 4,623,357 279,202 6.0% 

 公債費 2,435,802 3,051,515 △615,713 △20.2% 

2. 普通建設事業費 1,134,026 3,779,800 △2,645,774 △70.0% 

 補助事業 782,691 3,099,567 △2,316,876 △74.7% 

 単独事業 351,335 680,233 △328,898 △48.4% 

 国県事業負担金 0 0 0 － 

3. 災害復旧事業 185,963 290,952 △104,989 △36.1% 

4. 繰出金 3,580,260 4,163,510 △583,250 △14.0% 

5. その他行政経費 6,703,413 5,956,123 747,290 12.5% 

計 23,120,000 25,750,000 △2,630,000 △10.2% 

（うち震災復旧・復興関連事業） （2,535,846） （4,770,727） （△2,234,881） （△46.8%） 

人件費

18%

扶助費

21%

公債費

11%

普通建設事業費

5%

災害復旧費

1%

繰出金

15%

その他

29%

（単位：千円・%） 

歳出予算（性質別） 
構成比 

歳出総額 

231億 2,000万円 

①人件費 4,177,977 千円 
（+293,234 千円・+7.5％） 
 

○会計年度任用職員制度導入 213,016 千円増 

○退職手当組合負担金 29,180千円増 

○国勢調査 22,209 千円増 

②扶助費 4,902,559 千円 
（+279,202 千円・+6.0％） 
 

○施設等利用費等支給事業 183,664 千円増 

○施設型給付費等支給事業 117,344 千円増 

○障がい福祉サービス費 55,345 千円増 

○児童扶養手当事業費 73,106千円減 

③公債費 2,435,802 千円 

（△615,713 千円・△20.2％） 
 

○借換に係る償還 534,700 千円減 

○借換を除いた公債費 81,013千円減 

④普通建設事業費 1,134,026 千円 
（△2,645,774 千円・△70.0％） 
 

○補助事業 

⇒・海岸通地区震災復興市街地再開発事業の減など

により復興関連事業で 1,748,827 千円減 

⇒・復興関連事業以外では中学校長寿命化改良事業

の皆減などにより 568,049 千円減 

○単独事業 

⇒公共駐車場取得事業や西塩釜駅自由通路エレベー

ター整備事業などの減により 328,898 千円減 

⑤繰出金 3,580,260 千円 
（△583,250 千円・△14.0％） 
 

○下水道事業（漁集排分含む） 

⇒復興交付金事業の減などにより 493,214 千円減 

○北浜・藤倉区画整理事業 

⇒復興事業の進捗により 161,499 千円減 

○国民健康保険・介護保険・後期高齢者医療事業 

⇒3 会計で 94,588 千円増 

歳出予算（性質別）の状況 
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区    分 令和２年度予算 令和元年度予算 前年度比較 増減率 

1 交通事業特別会計 219,800 205,900 13,900 6.8% 

2 国民健康保険事業特別会計 5,821,600 6,092,600 △271,000 △4.4% 

3 魚市場事業特別会計 173,600 171,900 1,700 1.0% 

4 下水道事業特別会計 － 7,191,300 △7,191,300 皆減 

5 漁業集落排水事業特別会計 － 51,400 △51,400 皆減 

6 
公共用地先行取得事業特別
会計 

40,500 67,100 △26,600 △39.6% 

7 介護保険事業特別会計 5,670,600 5,479,500 191,100 3.5% 

 （保険事業勘定） 5,669,700 5,478,400 191,300 3.5% 

 （介護サービス事業勘定） 900 1,100 △200 △18.2% 

8 
後期高齢者医療事業特別 
会計 

724,700 718,500 6,200 0.9% 

9 
北浜地区復興土地区画整理
事業特別会計 

1 161,500 △161,499 △99.9% 

10 
藤倉地区復興土地区画整理
事業特別会計 

1 1 0 0% 

特別会計 計 12,650,802 20,139,701 △7,488,899 △37.2% 

11 下水道事業会計 7,644,911 － 7,644,911 皆増 

12 病院事業会計 3,353,618 3,287,377 66,241 2.0% 

13 水道事業会計 3,017,397 2,691,174 326,223 12.1% 

合  計 26,666,728 26,118,252 548,476 2.1% 

 ※下水道事業会計、病院事業会計及び水道事業会計は、収益的支出及び資本的支出の合計額 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：千円・%） 

８．各特別会計予算について 


